
第１７回発達障害者支援セミナー 

『学齢期の理解と支援』 

    ～本人も家族も笑顔でいられる為の合理的配慮について～ 

    鳥取大学大学院医学系研究科臨床心理学講座 教授 井上 雅彦 先生 

 

≪講師プロフィール≫ 

   井上 雅彦 先生 

・鳥取大学大学院医学系研究科臨床心理学講座 教授 

・研究分野：応用行動分析学、発達障害臨床心理学、自閉症のある人・本人・家族・学校

への支援 

・資  格：臨床心理士、専門行動療法士、学校心理士 

・主な著書：「8つの視点でうまくいく!発達障害のある子の ABAケーススタディ―」 

ペアレント・メンター入門講座 発達障害の子どもをもつ親が行なう親支援 

「家庭で無理なく楽しくできるコミュニケーション課題３０」 

 

 

★日 時 ： １２ 月 ２３ 日（金） 1３：00～1５：０0（ 12：30～受付開始） 

 

★場 所 ： 岡山生涯学習センター  大ホール（ http://www.pal.pref.okayama.jp） 

 

★内 容 

幼児期から 小学校、中学校と学齢期をとおし、将来についての希望、「子どもにとって何が正しい選

択か」「周りの家族はどういった支援をするべきか」。進学、就労と『未来』という海原に船を漕ぎ出す

子どもたちにとって羅針盤が必要な時期です。個人個人の方向は違えど、親たちの気持ちは一緒だと思

います。そんな時、どのように子どもたちを導いてやることができるか？学齢期は、発達障害の子ども

たちにとって、進路や将来の選択するうえで大切な時期です。周囲の環境、支援を考慮し、就労への第

一歩として、とても重要な分岐点だと感じています。この時期は思春期と重なり、精神面や身体面での

変化に戸惑いつつも、いろいろな方向で子どもたちの未来を模索しておられることでしょう。今回セミ

ナーで、子どもたちへの支援について多方面からのアプローチを紹介していただき、本人はもちろん、

家族も笑顔で歩んでいくための糸口になればと考えます。 

 

★参加費 ： 一般： ２，０００円  学生： １，０００円  

 （セミナー当日、会場受付でお支払いください） 

主 催 岡山県高機能広汎性発達障害児・者の親の会（通称 アリスの会）  

後 援 NPO法人岡山県自閉症協会  おかやま発達障害者支援センター 

岡山市教育委員会      岡山市発達障害者支援センター  

倉敷市教育委員会      総社市教育委員会 

 

                ※申し込み方法については裏面をご覧ください 

http://www.pal.pref.okayama.jp/


 

 

 

★申込み ： 申込方法： 

①住所   

 

②氏名（フリガナもご記入ください） 

 

③電話番号 

 

④Eメール（携帯でも OK） 

 

 

⑤所属：下記より選択してください 

 

（1）教育・保育関係者 （2）医療・福祉関係者 （3）保護者  （4）学生 （5）その他   

 

 

⑥聞きたい事 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※個人的な質問・相談はご遠慮ください 

  ※時間の都合で、質問に全て答えられるとは限りません 

 

 

以上をメールか FAXにて、１２月１２日までに送ってください。 

Email：<alice_seminar@yahoo.co.jp >  

FAX : 086-265-7991                折り返し受け付け番号を返信します。 

定員になり次第、受付を終了します。（メールか FAX でお問い合わせ下さい）

  

（携帯メールでのお申し込み場合、返信メールを送らせていただきますので 

受信設定確認をお願いいたします。） 

 


